
カウカ県ハンバロ市。のどかな風景
が広がる山間地では激しい暴力が
振るわれてきた過去がある。今は
「銃声が聞こえない」という平和を
人々が実感している

アンティオキア県グラナダ市にある「紛争記憶博物
館」には、遺族が持ち寄った犠牲者の写真が貼られ
ている
紛争を乗り越えた街を見下ろす丘で、語らう恋人た
ちと出会った。何気ない日常を大切に生きている
「紛争記憶博物館」には犠牲者一人一人にノート
が用意され、訪れる家族や友人が故人へメッセージ
を残す。何度も訪れ、亡くなった父へ自分の成長を
知らせ続ける女性の姿もあった
2016年4月9日、コロンビア全土で平和への行進
が行われ、平和を願う多くの市民が参加した。グラナ
ダ市では、女性が犠牲者に花を手向けていた
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紛争なき未来へ

　「
こ
の
２
年
間
、
全
く
銃
声
を
聞
く
こ
と
が
な
く
な
り
、
落
ち
着
い
て
眠
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
。
こ
れ
が
今
、
私
が
実
感
し
て
い
る
平
和
よ
」

　
居
間
の
椅
子
に
腰
掛
け
、
孫
を
あ
や
す
女
性
が
話
す
。
湯
気
が
立
つ
コ
ー
ヒ

ー
カ
ッ
プ
を
彼
女
が
そ
っ
と
口
に
運
ぶ
。
柔
ら
か
い
表
情
か
ら
安
堵
の
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　
２
０
１
６
年
４
月
、
私
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
南
西
部
に
位
置
す
る
山
間
の
集
落
を

訪
ね
た
。
そ
の
土
地
は
、
国
内
最
大
の
反
政
府
ゲ
リ
ラ
で
あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
革

命
軍
（
以
下
、Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
と
政
府
の
力
が
拮
抗
し
、
両
者
の
武
力
衝
突
に
長

年
巻
き
込
ま
れ
て
き
た
。
い
つ
響
く
か
分
か
ら
な
い
銃
声
。
住
民
は
、
薬
や
身

分
証
な
ど
の
貴
重
品
を
バ
ッ
グ
に
入
れ
、
す
ぐ
手
に
取
れ
る
場
所
に
置
い
て
か

ら
眠
り
に
つ
い
て
い
た
。
大
き
な
空
と
柔
ら
か
い
山
並
み
が
続
く
の
ど
か
な
風

景
に
反
す
る
暴
力
が
、
日
常
を
む
し
ば
ん
だ
。

　
政
府
と
F
A
R
C
の
間
で
の
52
年
に
及
ぶ
紛
争
に
は
、
２
０
１
６
年
に
終
止

符
が
打
た
れ
た
。
２
０
１
２
年
か
ら
両
者
の
和
平
交
渉
が
始
ま
る
と
、
各
地
の

戦
闘
は
減
っ
て
い
っ
た
。
冒
頭
の
女
性
の
発
言
は
こ
れ
を
受
け
て
の
こ
と
だ
。

　
半
世
紀
を
超
え
る
紛
争
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
人
々
に
深
い
傷
を
残
し
た
。
累

計
で
６
０
０
万
人
に
上
る
国
内
避
難
民
、
22
万
人
以
上
と
い
わ
れ
る
死
者
と
数

万
人
の
行
方
不
明
者
。
こ
の
数
字
の
一
つ
一
つ
に
人
の
顔
が
あ
り
、
犠
牲
と
な

っ
た
彼
、
彼
女
と
つ
な
が
る
家
族
や
友
人
が
そ
の
周
囲
に
い
る
。
ど
れ
だ
け
多

く
の
人
々
が
傷
つ
い
た
の
か
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
今
、紛
争
を
経
験
し
た
各
地
で
、歴
史
を
後
世
に
残
す
「
紛

争
記
憶
博
物
館
」
が
造
ら
れ
て
い
る
。
多
く
は
犠
牲
者
の
遺
族
自
身
が
手
を
取

り
合
い
、
愛
す
る
故
人
の
歴
史
、
故
郷
の
物
語
を
子
や
孫
た
ち
と
共
有
す
る
た

め
に
造
ら
れ
た
。
政
府
が
主
導
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
大
地
に
根
付
く
木
々
の

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
生
ま
れ
た
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
北
西
部
に
位
置
す
る
グ
ラ
ナ
ダ
は
、
１
９
９
７
年
か
ら
２
０

０
５
年
に
か
け
て
政
府
、
民
兵
、
ゲ
リ
ラ
の
各
勢
力
が
し
の
ぎ
を
削
る
地
と

な
り
、
武
装
組
織
に
拉
致
さ
れ
た
人
々
と
死
者
の
合
計
が
３
千
人
を
超
え
、

３
万
人
を
超
え
る
人
々
が
避
難
民
化
し
た
経
験
を
持
つ
。
武
装
組
織
か
ら
の

迫
害
を
恐
れ
、
当
時
の
人
々
は
被
害
を
語
る
こ
と
な
く
生
き
て
き
た
。

　
状
況
が
平
静
を
取
り
戻
す
と
、
避
難
し
た
人
が
少
し
ず
つ
戻
り
、
家
族
を

失
っ
た
人
同
士
が
互
い
の
経
験
を
語
り
合
う
よ
う
に
な
る
。
父
と
兄
を
亡
く

し
た
女
性
は
当
初
、
胸
に
し
ま
い
込
ん
だ
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
が
「
傷
口

に
塩
を
塗
り
込
む
よ
う
に
痛
か
っ
た
」
と
話
す
。
そ
れ
で
も
「
自
分
だ
け
じ

ゃ
な
か
っ
た
」
と
、
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
心
が
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
る
の
を

感
じ
た
と
い
う
。

　
人
の
輪
は
徐
々
に
広
が
り
、
今
で
は
学
生
や
旅
行
者
な
ど
外
部
か
ら
の
訪

問
者
が
増
え
、「
語
り
部
」
と
な
っ
た
住
民
と
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
紛
争
被
害
者
が
言
う
。「
和
平
合
意
は
、
私
た
ち
自
身
が
幸
せ
に
な
る
た

め
の
、本
当
の
平
和
建
設
の
始
ま
り
な
の
で
す
。私
た
ち
一
人
一
人
が〝
平
和
〞

に
責
任
を
持
ち
、
二
度
と
暴
力
に
侵
さ
れ
な
い
社
会
を
築
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
、
大
き
な
希
望
と
と
も
に
、
未
来
を
自
分
た
ち
で
築
い
て
い
く

強
い
意
志
を
語
る
。

　
全
て
の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
穏
や
か
な
日
々

の
大
切
さ
を
誰
よ
り
も
知
る
人
々
は
互
い
に
手
を
取
り
合
い
、
力
強
い
一
歩

を
踏
み
出
す
。
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4
年
か
ら
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間

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
旅
し
、
各
地
で
営
ま
れ
る
生
活
の
多

様
性
に
ひ
か
れ
る
。
06
年
か
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
中
心
に
ペ

ル
ー
や
メ
キ
シ
コ
で
先
住
民
族
の
日
常
や
社
会
運
動
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
難
民
の
取
材
を
続
け
る
。
東
日
本
大
震
災
後
は
、

茨
城
県
を
中
心
に
農
業
・
漁
業
な
ど
の
生
産
者
を
取
材
し

て
い
る
。

c

紛争の前線となっていたハンバロ市の集落で、５世代が共に暮らす家族。親族の強い結び付きが人々の生活を支えてきた

隣国エクアドルで難民として暮らす息子へ手紙をしたためる老婦人。彼女は字が書けず、近所の青年に代筆を頼む。
「私は元気だから、安心してしっかり働きなさい」と、文面には息子を気遣う母心が溢れていた

ナリーニョ県トゥマコ市では、家族を亡くした女性が集まり、編み物をしながら体験を語り合っていた。過去を共有し、つながることで
傷を癒やし、現状を変えていこうとする。どんな状況に置かれても、「私たちはもう沈黙しない」を合言葉に前へと進む
若者の有志が集まり、過去の歴史や現在の問題を、ダンスや演劇を通じて社会に訴える
私がこの兄弟と最初に出会ったのは、彼ら一家が避難民として故郷を去ったばかりの2007年。その後、ナリーニョ県クンバル市
の避難先で生活を根付かせ、それぞれが見違えるほど成長していた
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私がこの兄弟と最初に出会ったのは、彼ら一家が避難民として故郷を去ったばかりの2007年。その後、ナリーニョ県クンバル市
の避難先で生活を根付かせ、それぞれが見違えるほど成長していた
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カウカ県ハンバロ市。のどかな風景
が広がる山間地では激しい暴力が
振るわれてきた過去がある。今は
「銃声が聞こえない」という平和を
人々が実感している

アンティオキア県グラナダ市にある「紛争記憶博物
館」には、遺族が持ち寄った犠牲者の写真が貼られ
ている
紛争を乗り越えた街を見下ろす丘で、語らう恋人た
ちと出会った。何気ない日常を大切に生きている
「紛争記憶博物館」には犠牲者一人一人にノート
が用意され、訪れる家族や友人が故人へメッセージ
を残す。何度も訪れ、亡くなった父へ自分の成長を
知らせ続ける女性の姿もあった
2016年4月9日、コロンビア全土で平和への行進
が行われ、平和を願う多くの市民が参加した。グラナ
ダ市では、女性が犠牲者に花を手向けていた

a.

b.

c.

d.

a

b

d 地球ギャラリー vol.102

地球ギャラリー vol.102

紛争なき未来へ

　「
こ
の
２
年
間
、
全
く
銃
声
を
聞
く
こ
と
が
な
く
な
り
、
落
ち
着
い
て
眠
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
。
こ
れ
が
今
、
私
が
実
感
し
て
い
る
平
和
よ
」

　
居
間
の
椅
子
に
腰
掛
け
、
孫
を
あ
や
す
女
性
が
話
す
。
湯
気
が
立
つ
コ
ー
ヒ

ー
カ
ッ
プ
を
彼
女
が
そ
っ
と
口
に
運
ぶ
。
柔
ら
か
い
表
情
か
ら
安
堵
の
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　
２
０
１
６
年
４
月
、
私
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
南
西
部
に
位
置
す
る
山
間
の
集
落
を

訪
ね
た
。
そ
の
土
地
は
、
国
内
最
大
の
反
政
府
ゲ
リ
ラ
で
あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
革

命
軍
（
以
下
、Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
と
政
府
の
力
が
拮
抗
し
、
両
者
の
武
力
衝
突
に
長

年
巻
き
込
ま
れ
て
き
た
。
い
つ
響
く
か
分
か
ら
な
い
銃
声
。
住
民
は
、
薬
や
身

分
証
な
ど
の
貴
重
品
を
バ
ッ
グ
に
入
れ
、
す
ぐ
手
に
取
れ
る
場
所
に
置
い
て
か

ら
眠
り
に
つ
い
て
い
た
。
大
き
な
空
と
柔
ら
か
い
山
並
み
が
続
く
の
ど
か
な
風

景
に
反
す
る
暴
力
が
、
日
常
を
む
し
ば
ん
だ
。

　
政
府
と
F
A
R
C
の
間
で
の
52
年
に
及
ぶ
紛
争
に
は
、
２
０
１
６
年
に
終
止

符
が
打
た
れ
た
。
２
０
１
２
年
か
ら
両
者
の
和
平
交
渉
が
始
ま
る
と
、
各
地
の

戦
闘
は
減
っ
て
い
っ
た
。
冒
頭
の
女
性
の
発
言
は
こ
れ
を
受
け
て
の
こ
と
だ
。

　
半
世
紀
を
超
え
る
紛
争
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
人
々
に
深
い
傷
を
残
し
た
。
累

計
で
６
０
０
万
人
に
上
る
国
内
避
難
民
、
22
万
人
以
上
と
い
わ
れ
る
死
者
と
数

万
人
の
行
方
不
明
者
。
こ
の
数
字
の
一
つ
一
つ
に
人
の
顔
が
あ
り
、
犠
牲
と
な

っ
た
彼
、
彼
女
と
つ
な
が
る
家
族
や
友
人
が
そ
の
周
囲
に
い
る
。
ど
れ
だ
け
多

く
の
人
々
が
傷
つ
い
た
の
か
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
今
、紛
争
を
経
験
し
た
各
地
で
、歴
史
を
後
世
に
残
す
「
紛

争
記
憶
博
物
館
」
が
造
ら
れ
て
い
る
。
多
く
は
犠
牲
者
の
遺
族
自
身
が
手
を
取

り
合
い
、
愛
す
る
故
人
の
歴
史
、
故
郷
の
物
語
を
子
や
孫
た
ち
と
共
有
す
る
た

め
に
造
ら
れ
た
。
政
府
が
主
導
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
大
地
に
根
付
く
木
々
の

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
生
ま
れ
た
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
北
西
部
に
位
置
す
る
グ
ラ
ナ
ダ
は
、
１
９
９
７
年
か
ら
２
０

０
５
年
に
か
け
て
政
府
、
民
兵
、
ゲ
リ
ラ
の
各
勢
力
が
し
の
ぎ
を
削
る
地
と

な
り
、
武
装
組
織
に
拉
致
さ
れ
た
人
々
と
死
者
の
合
計
が
３
千
人
を
超
え
、

３
万
人
を
超
え
る
人
々
が
避
難
民
化
し
た
経
験
を
持
つ
。
武
装
組
織
か
ら
の

迫
害
を
恐
れ
、
当
時
の
人
々
は
被
害
を
語
る
こ
と
な
く
生
き
て
き
た
。

　
状
況
が
平
静
を
取
り
戻
す
と
、
避
難
し
た
人
が
少
し
ず
つ
戻
り
、
家
族
を

失
っ
た
人
同
士
が
互
い
の
経
験
を
語
り
合
う
よ
う
に
な
る
。
父
と
兄
を
亡
く

し
た
女
性
は
当
初
、
胸
に
し
ま
い
込
ん
だ
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
が
「
傷
口

に
塩
を
塗
り
込
む
よ
う
に
痛
か
っ
た
」
と
話
す
。
そ
れ
で
も
「
自
分
だ
け
じ

ゃ
な
か
っ
た
」
と
、
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
心
が
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
る
の
を

感
じ
た
と
い
う
。

　
人
の
輪
は
徐
々
に
広
が
り
、
今
で
は
学
生
や
旅
行
者
な
ど
外
部
か
ら
の
訪

問
者
が
増
え
、「
語
り
部
」
と
な
っ
た
住
民
と
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
紛
争
被
害
者
が
言
う
。「
和
平
合
意
は
、
私
た
ち
自
身
が
幸
せ
に
な
る
た

め
の
、本
当
の
平
和
建
設
の
始
ま
り
な
の
で
す
。私
た
ち
一
人
一
人
が〝
平
和
〞

に
責
任
を
持
ち
、
二
度
と
暴
力
に
侵
さ
れ
な
い
社
会
を
築
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
、
大
き
な
希
望
と
と
も
に
、
未
来
を
自
分
た
ち
で
築
い
て
い
く

強
い
意
志
を
語
る
。

　
全
て
の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
穏
や
か
な
日
々

の
大
切
さ
を
誰
よ
り
も
知
る
人
々
は
互
い
に
手
を
取
り
合
い
、
力
強
い
一
歩

を
踏
み
出
す
。

［コロンビア］
写真・文＝柴田大輔（フォトジャーナリスト）

Colombia
地球ギャラリー vol.102

柴
田 

大
輔
（
し
ば
た 

だ
い
す
け
）

1
9
8
0
年
茨
城
県
生
ま
れ
。
2
0
0
4
年
か
ら
1
年
間

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
旅
し
、
各
地
で
営
ま
れ
る
生
活
の
多

様
性
に
ひ
か
れ
る
。
06
年
か
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
中
心
に
ペ

ル
ー
や
メ
キ
シ
コ
で
先
住
民
族
の
日
常
や
社
会
運
動
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
難
民
の
取
材
を
続
け
る
。
東
日
本
大
震
災
後
は
、

茨
城
県
を
中
心
に
農
業
・
漁
業
な
ど
の
生
産
者
を
取
材
し

て
い
る
。

c

紛争の前線となっていたハンバロ市の集落で、５世代が共に暮らす家族。親族の強い結び付きが人々の生活を支えてきた

隣国エクアドルで難民として暮らす息子へ手紙をしたためる老婦人。彼女は字が書けず、近所の青年に代筆を頼む。
「私は元気だから、安心してしっかり働きなさい」と、文面には息子を気遣う母心が溢れていた

ナリーニョ県トゥマコ市では、家族を亡くした女性が集まり、編み物をしながら体験を語り合っていた。過去を共有し、つながることで
傷を癒やし、現状を変えていこうとする。どんな状況に置かれても、「私たちはもう沈黙しない」を合言葉に前へと進む
若者の有志が集まり、過去の歴史や現在の問題を、ダンスや演劇を通じて社会に訴える
私がこの兄弟と最初に出会ったのは、彼ら一家が避難民として故郷を去ったばかりの2007年。その後、ナリーニョ県クンバル市
の避難先で生活を根付かせ、それぞれが見違えるほど成長していた
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City
メデジン大聖堂の横を走るメトロ。付近にはコロンビアを代表する芸術家フェルナンド・ボテロの彫刻が
並ぶボテロ広場や、国内外の芸術作品を展示するアンティオキア国立美術館がある ©Procolombia

　約250万の人口を抱え、山に囲まれた谷間に位置するコロンビア
第２の都市メデジン。メデジンは、米日刊紙のウォール・ストリート・
ジャーナルなどが実施したコンテストで、2012年の「最も革新的な
都市」に選ばれた。一時は治安が悪く危険な都市だったが、1990年
代を境に安全を取り戻し、目覚ましい発展を遂げている。
　高架鉄道をはじめ、ロープウェイや巨大な屋外エスカレーターなど
の都市交通システムが整備され、郊外の山の斜面に住む人々の都心
への通勤・通学時間が大幅に短縮した。また、図書館や博物館、学
校などの建設も進み、文化の町としての側面も見せている。
　メデジンでは、住民が市の予算配分の決定過程に参加している。
さまざまな住民グループが組織さ
れ、自分たちが地域の主人公である
という意識が強い。コンテストでは
交通システムの整備による渋滞や
公害の緩和とともに、あらゆる人々
が平等な機会を得られたことが評
価された。こうした先進的な取り組
みは、今や都市開発のモデルとして
世界から注目されている。

メデジン

最も革新的な都市といえば

コロンビア人のソウルフードといえば

コロンビアの文化を
知ろう！

　ランチタイムにキッチンカーが集まる
東京のビジネス街。黄・青・赤のコロン
ビア国旗がはためく車に並ぶ人たちの
お目当ては、アレパ・レジェナだ。アレパ
とはトウモロコシでできた薄焼きパンの
こと。これに肉やマッシュルーム、卵な
どの具材を挟んだものをアレパ・レジェ
ナと呼ぶ。
　アレパはコロンビアやベネズエラの
人々にとってソウルフードともいえるほど
身近なもの。肉料理や定食の付け合わ
せにする他、チーズなどを挟みおやつと
しても好まれる。「アレパの食べ方はとて

も多彩で、これがアレパだと限定するこ
とはできないよ」と語るのは、キッチンカー
「Columbita（コルンビータ）」の店主アル
メシガ・レオナルドさん。昨年９月から妻
の茉美さんと共に都内各地で営業して
いる。
　南米食材の販売店では、冷凍アレパ
や、水で溶いて焼くだけのミックス粉が
手に入る。だが、かつてコロンビアの首
都ボゴタでレストランを経営していたレ
オナルドさんのレシピは伝統的かつ本格
派だ。外はパリパリ、中はモチモチの食
感を楽しもう。

【RE C I P E】
●材料（10枚分）
乾燥トウモロコシの粒500g／サラダ油少々

たっぷりの水に乾燥トウモロコシの粒を一晩浸して戻す。
❶を圧力鍋に入れて火にかけ、蒸気が出たら30～40分ゆでる。
❷のお湯を切り、柔らかくなったトウモロコシをすりこ木などでつぶしてペースト状にする。
麺棒とのし板にサラダ油を薄く塗った上で❸を厚さ1センチぐらいに伸ばし、直径12～13セ
ンチほどの丸い型で抜く。
❹をフライパンで油を引かずに両面焼く。その際、片面焼いたら少し触ってみて、フライパン
にくっつかないことを確かめてからひっくり返すときれいに焼ける。焼いたアレパに好きな
ものを挟んで召し上がれ。

❶
❷
❸
❹

❺

Columbita（コルンビータ）
フードトラックマーケット東銀座
（東京都中央区新橋演舞場横／
毎週月曜11：45～14：00）の他、
イベントなどにも出店。
Tel：080-3708-1222
Email：columbita.jp@gmail.com
※出店情報はFacebook（https://www.facebook.com/Columbita.JP/）
およびInstagram（https://instagram.com/columbita.jp/）で確認を。

【SHOP INFORMATION】

アレパ

取材協力・写真提供：駐日コロンビア共和国大使館地球ギャラリー

メデジンで毎年８月に開催される花祭りの
ポスター。平均気温24度のメデジンは花の
栽培に適しており、「常春の町」として知ら
れている ©Julio Cesar Herrera

●作り方
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